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第 2 章では、商品開発が難しい非食品系授産商品にて工賃向上に成功した B 型事業所 3 件の
成功事例に対して聞き取りによる質的調査を実施し、10 項目の成功要件を提示した。 




第 4 章では、新規事業所を含む多様な特性の B型事業所 26件に対して、取り組み事例の聞き
取り調査を行い、授産事業の価値連鎖モデルを提示し、新規事業所に対する包括的支援の方法を
提案している。 




第 6 章では、地方自治体及び民間企業、 中間支援団体による継続的な授産商品開発・販売支
援プロジェクトにおけるコラボレーションデザイン事例について聞き取り調査を実施し、①ア
クティブラーニング型、②現場発想型、③販売現場主淳型の 3 つの有効なコラボレーション・ 
プロセスを提示した。 
第 7章では、アクションリサーチとして、B 型事業所の商品デザイン開発を支援した福学連携






第 9 章は研究を総括し、本研究が地方自治体における B 型事業所支援プログラムとして展開
され、利用者の賃金向上並びに生きがいの向上に寄与することを長期的視点で検証することを
課題とした。 
 
本綸文は、聞き取りによる質的な調査研究手法と、郵送質間紙票による量的な調査研究手法を
織り交ぜ、全体の現状や傾向の把握と、細部にわたる個別性の高い事例調査を組み合わせること
で、全体像だけでなく、特徴的な事例の抽出と要因抽出に成功している。また、デザインを学ぶ
学生と B 型事業所とのコラボレーション等による数回にわたるアクションリサーチを行うこと
で、仮説の検証も行うことができている。このような分野の調査研究においては、量的調査が中
心となり、分析結果の提示と提案に留まることが多いが、本論文が実践研究となっていることは
価値が高い。 
 
質疑においては、賃金以外の効果判定の可能性、質的調査の対象作業所の利用者の障害種別の
偏りと障害特性に応じた支援の在り方、行政の支援方法の効率化への寄与、重度な障害のある人
の社会へのインクルージョンの可能性などの質問が寄せられたが、それぞれによどみなく回答
を行った。 
 
公開発表会終了後に主査および副査全員で会議を行い、著者への質疑を行った。本研究によっ
て、消えようとしている技術伝承の可能性、作業所あるいは異なる障害特性の利用者のコラボレ
ーションによる質の確保、「支援」から対等な関係による「協調」へのパラダイムシフトの重要
性など、インクルーシプ社会の実現に向けた道が示されたことが確認され、この研究成果が広く
社会に示されるべきであることを確認した。 
 
審査の結果、 全員一致で池田千登勢氏の論文は合格と判断した。 
